
』士
旬
側
小
鴨
と
な
り
、
寛
政
元
年
罰
知
百
去
十
石
を
畳

一
る。

一
聾
究
宇
左
面
門
#
白
内
沼
知
二
百
五

t
百
を
担
ぎ
、

一
が
、
世
伺
耐

Z
R民
に
仕
へ
て
宗
主
-

J

門
家
に
分
か
れ

一豆

電
け
、

次
い
で
議
小
終
に
怖
じ
、
十

一
年
五
十
一
旬
を
増

一

方
ウ
チ
シ
ョ
ウ
河
内
産

税
政
時
代
で
は
v

白
川
百
討
を
加
て
そ
の
先
知
は
除
か
れ
た
。
政
年
平
洋
。

一
て
ゐ
た
。

=

-
L
、
次
第
に
昇
進
し
て
大
組
耐
に
h
r
h
b
、
文
政
七
年

一
部
の
鳩
山
町

J
h切
小
限
・
口
前
協
・
巾
院
前
・
久
保
・吹

一

カ
ウ
チ
ヤ
マ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン
河
内
山
宇
左
衛
門

一

カ
ウ
ノ
ミ
チ
ズ
ミ

河
野
過
信
活
居
四
郎
右
街
F

残
し
た
。

一
上
・般
地
・金
制
・下
折
・内
応
・
訓
阿

-n祁
・
吉
凶
・曳

一
初
め
前
川
れ
近
寄
綴
に
刊
で
政
ご
刊
討
h
v

焚
け
、

一
門
、
初
め
蚊
脳
o
そ
の
母
は
消
華
院
夫
人
の
乳

λ
で

一

カ
ウ
サ
カ
パ
シ
上
坂
橋

金
律
的
総
胞
に、
『
上
一
地
・
白
山
・巾

μ
・八脈・一一
一日
・
菅
野
・
院
内
同
・槻
披
・出

足

利一一
J
E

人
b
・
0

阿
け
ら
れ
、
佐
々
成
政
と
供
利
伽
縦

一
あ
っ
た
が
、
wm
飾
の
後
永
附
と
州
抗
し
た
o
是
を
以
て

坂
総
統
山
山
城
門
前
』
と
あ
る
。
滞
政
の
時
柿
山
氏

一
原
・木
制川
・木
削
川
街
・
巾
宮
円
以
上
加
白
山山開
m
v
の
外
、

-
に
於
い
て
取
A
H
の
際
に
内
総
青
山
地
た
。
次
い
で
努
綴

一
辺
住
流
氷
十
年
刊
刑
務
院
に
召
附
さ
れ
て
三
百
石
を
受

の
邸
前
な
る
江
川
の
織
で
、
上
坂
氏
邸
地
の
別
に
あ

一
能
楽
榔
同
-
市
・荒
谷
、
及
び
午
前
・民
胤
・向・
派出削
・下

一
の
子
又
次
郎
利
努
に
従
ひ
、
削
刷
版
の
役
に
八
王
子
に

一
け
、
ご
十
年
前
川
光
市
か
ら
綱
紀
に
附
図
せ
し
め
ら

る

か

ら

名

づ

け

た

も

の

で

あ

る

。

一

閃

原

・柏
ケ
谷
・後
谷
・
坑
味
島

-
K朕
・
二
口・
捌
戸
・新

一
於
い
て
白
紙
背
得
、
後
朝
鮮
役
の
切
利
家
に
仕
へ
て

一
れ
、
延
筑
一カ
年
融
引
石
を
加
へ
よ
μ苧
元
年
残
し
た。

カ
ウ
サ
カ
へ
イ
ベ

Z

上
鍍
卒
兵
衛
初
め
越
前

一
保
・
罰
則
納
谷
・丸
山
・小
限
・杖
〈
以
上
山
被
肘
m
刷
)
の
四
十

一
二
百
一

9
5λけ
、
刺
長
に
附
獄
し
、
町
永
凶
年
裂
し

一

カ
ウ

J
Z
チ
h
F
ダ

河

野
逼
苧
大
山
三
宮
務
士
。

浪
人
で
村
川
雨
左
衛
門
と
い
う
た
が
、
手
保
申
加
賀
ご
一
一
今
村
を
含
ん
で
防
た
。

一
た。

一
辺
総
八
十
郎
・新
来
・
四
郎
兵
術
・
一
=
左
衛
門
。
初
陣

滞
に
来
仕

L
、
氏
を
上
坂
と
改
め
、
傍
百
石
を
受
け
、
一

カ
ウ
チ
ダ
=
河
内
谷
{
ロ
ヲ

能
安
部
風
臥
の

一

カ
ウ
チ
ヤ
マ
マ
ザ
ザ
ネ
河
内
山
昌
食

前

川

創

一
泊
怨
O

芋
は
弘
焚
O

M

配
は
民
祭
料
。
矢
は
逝
英
o
正

後
人
持
組
に
嵯
し
、
=
一
千
石
(
内
抗
百
石
奥
力
知
U

を

一
郎
官
研
か
ら
東
南
、
午
首
川
右
岸
の
撲
初
廿
。

一
史
氾
の
結
者
。

加
限
翁
徐
行
子
と
脱
す
る
。
辺
潟
県

一
保
三
年
八
且
生
ま
れ
、
什
二
ι
耐
久
附
大
和
守
服
之
に

受
け
た
。
牛
兵
衛
は
前
回
宗
反
の
生
母
海
珠
院
の
兄
一

カ
ウ
チ
モ
h
y

鹿
内
木
工

太
川
良
知
の
家
問
。

一
束
右
衛
門。
H
N
一
部
制
に
仕
へ
百
石
荷
受
け
、
向
辿
の

一
仕

へ
て冊目色町
講
じ
た
が
、
延
詑
四
年
六
周
来
っ
て
大

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

一

殴

畏

七

年

買

且

大

現

寺

城

に

府

た

長

知

の

株

に
服
し

一
時
足
判
断
脅
勤
め
、
内
一
平
四
年
間
間
し
た
。

一
期
寺
務
に
仕
へ
、
突
の
後
を
受
け
て
三
百
石
を
受
け

カ
ウ
ジ
ヤ
マ
柑
子
山

臨
島
都
陪
三
郷
に
臨
す

一
た
後
吉

m茂
右
衛
門
と
品
目
に
嬰
械
の
純
勢
脅
採
っ
た

一

カ
ウ
ヅ
キ
カ
ズ
マ
上
月
鞍
馬
矢
次
右
衛
門
は

一
た

o
E徳
四
年
七
且
六
十
九
践
で
夜
。
通
費
詩
文
を

る

部

稿

。

一

が

、
前
倒
利
長
の
手
郡
守
得
る
に
及
ん
で
、
初
め
て

一
一酬
舟
疋
則
に
仕

へ
て
浪
人
と
な
っ
た
も
の
。
敏
郎
抱

一
能
〈
し
、
傍
ら
天
文
・依
然
の
術
に
泊
じ
た
。

カ
ウ
ダ
河
田

h

り

能
安
部
徳
橋
郷
に
臨
す

一
そ
れ
青
明
け
漉
し
た
o
米
孫
不
持
。

一
永
元
年
前
川
利
治
の
子
小
将
と
し
て
召
出
さ
れ
、
三

一

カ
ウ

J
Z
チ

ナ

リ

河
野
温
成
逝
栴
忠
太
郎

・

る

部

前

。

一

カ
ウ
チ
ヤ
マ
オ
ト
マ
サ
河
内
山
乙
畠

逝
椛
右

一
一
白
石
脅
領
L
、
御
府
組
に
判
じ
、
疋
保
凶
年
波
し
た
。
一
閉
郎
布
衛
門
。

凡
背
と
川
配
し
た
。
文
化
九
年
逝
成
鈴

カ
ウ
チ
河
内

向
。
能
祭
榔
白
的
の
内
な
る

一
裕
次
・七
左
術
門
・
半
左
衛
門・

久
太
夫
。
ぉ
焚
七
左

一
子
孫
制
綴
ぐ
。

一
十
二
で
父
多
{
白
泌
之
の
後
を
ポ
け
、
十
二
年
そ
の
緑

亦
岩
・市
淑
・=
一
谷
の
総
抑
制
。

一
衛
門
出
向
畠
の
治
知
三
百
五
十
石
そ
製
ぎ
、
安
永
二
年

一

カ
ウ
ノ
ト
ウ
ベ

Z

河
野
藤
兵
衛
回
目
辿
加
の
隠
。

一
四
百
石
を
拠
ぎ
、
大
小
山
川
に
斑

L
、
文
政
十
年
明
倫

カ

ウ

チ

汚
内

日
ヮ
以
前
湖
西
脇
の
内
の
小

一
大
小
将
に
班
し
、
次
第
に
界
池
L
て
定
格
闘
に
計

一
昨
〈
は
土
佐
。
天
正
十
八
年

武
州
八
王
子
の
役
に
従

一
常
縦
仰
に
任
じ
、
和
い
で
卵
子
抱
守

・
附
子
附
大
小

手。

一
ーり
、
天
明
六
年
百
石
青
加
へ
、
交
政
六
年
ア
九
月
什
一

一
ひ
、
制
限

一
級。

刷出良一
札
年
八
且
三
日
文
前
附
利
良

一
抑
制
目
・物
洲
前
・
先
弓
…肌
粂
呉
風
貌
前

-m務
夫
人

カ
ウ
チ
シ
ョ
ウ
河
内
庄

古
〈
か
ら
石
川
郡
及
一

日
限
目
し
て
久
時
間
と
蹴
し
た
。

一
の
大
相
寺
域
攻
駒
市
に
従
ひ
、
辿
加
の
兵
と
共
に
鮪
丸

一
住
民
附
朗
人
・
歩
一肌
脅
終
て
、
，M
永
ご
年
御
小
将
顕

び
能
決
加
に
跨
っ
て
ゐ
た
。
貞
利
三
年
七
且
廿
抗
日

一

カ
ウ
チ
ヤ
7
h
F
カ
マ
サ
河
内
山
孝
昌

迎

棋

右

一
に
准
み
、
山
践
し
て
城
限
の
下
に
死
ん
だ
。
年
什
λ
。
一
に
任
じ
、
六
年
齢
険
、
安
政
四
年
致
仕
制
強
し
て
協

の
祇
陀
寺
文
怨
に
.
『奉
中
前
進
加
質
問
河
内
航
防
鍛

一
平
次
・牢
左
衛
門
。
奥
力
と
し
て
百
五
十
行
脅
受
け
、

一

カ
ウ
ノ
ヒ
ゼ
ン
河
野
肥
前

m
羽
咋
郡
則
松
庄
の
一
知
と
撹

L
、
以
延
元
年
六
月
陥
六
十
肢
を
り
て
娘
。

村
内
期
切
野
闘
品
等

m云
々
。
』
と
あ
っ
て
、
加
到
凶

一
元
政
・亭
保
に
亙
っ
て
三
十
年
江
戸
に
在
り
、
後
金

一
領
主
で
、
天
正
五
年
筑
月
七
賂
の
併
特
削

m
E容
と
一

カ
ウ
ノ
ミ
チ
ヒ
デ
河
野
溢
英
大
明
寺
の
叫
博
士
。

河
内
航
地
顕
藤
原
軍
宗
の
名
を
岩
し
て
あ
る
。
こ
ム

一
課
御
蹟
式
御
用
迭
と
な
り
、
卒
保
六
年

カ
ウ

一
四
五


